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取扱説明書 

お買い上げいただ走まして、ありがとラございました。 
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安全上のごま意 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいた 
だくことを、次のよラに説明しています。記載している表示•図記号についての内容を良 
く理解してか5本文をお読みになり、必ずお守りください。 

■ 表示内容を無視して誤った使し巧をしたときに生じるを害や損害の程度を、なの表示で 
区分し、説明しています。 


A 警告 
A ミ主意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死こまたは 
重傷を負ラ可能性び想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負5 
可能性び^、 定される内容、および物的損害のみの発生び想定され 
る内容を示しています。 


■ お守りいただく内容の種類を、なの絵表示で区分し、説明しています。 


A 

處 


A 記号は、ま意（警告を含む）を促す内容があることを告げるちのです。 

図の中に具体的な注意内容（左図の場含は感電注意）が描かれています。 

S ) 記号は、禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

•記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから揣ブ） 
が描かれています。 


お客様または第 S 者び、この製品の誤使用-故障-その他の不具合およびこの製品の使用によって受 
け5れた損害につをましては、法令上の賠償責任び認め5れる場合を除を、当社は一切その責任を負 
いませんのであ5かじめご了承ください。 

この製品の故障-誤動作-不具合などによって発生した次に掲げる損害などの付随的損害の捕償につ 
をましては、当社は一切その責任を負いませんので、あ5かじめご了承ください。 

• お客様または第兰者びディスクなどへ記録された内容の損害 
• 録音-再生などお客様または第兰者び製品利用の機含を逸したことによる損害 


この「安全上のご注意」には、当社のオーデイオ機器全般についての内容を記載しています。 
(説明項目の中には、本文での説明と重複する内容もあ0ます） 
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必ずお守りください 



AI 

1告 

異常のとをは 


設置にごし1て 



異常が起きた場合は AC アダブ 
ターを 巧く 

内部に水や異物び入った 0、 煙び出た 
り、変な臭いや音びしたりした場合は、 
すぐに電源スイッチを切り、 AC アダ 
プターをコンセントから抜さ電池を取 
0出す。そのまま使用すると、火災- 
感電の原因となります。煙や、異臭、 
異音び消えたのを確かめてか5修理を 
ご依頼ください。 



AC アダプターの 電源プラグは 
交流100ボルトに接続ずる 

この機器は、交流1日日ボルト専用で 
す。指定の電源電圧!;(外で使用ずると、 
火災-感電の原因となります。 



風呂、シャワー室では使用しない 

風呂、シャワー室など湿度の高いとこ 
ろや、水はねのある場所では使用しな 
い。火災•感電の原因となります。 


電源コード•プラグについて 



電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけたり、加工した0、 
無理に®げた0、ねじった0、引張っ 
たり、加熱したり、ステープルや釘な 
どで固定した0しない。 

電源コードの上に重いちのをのせた 
0、コードを本機の下敷さにしたりし 
ない。コードを敷物などで覆ってしま 
ラと、気付かずに重いちのをのせてし 
まラことがあ0ます。 

コードび傷つき、火災-感電の原因と 
なります。 

電源コードび傷ついた5(芯線の露出、 
断線など）販売店または当社サービス 
窓口に交換をご依頼ください。そのま 
ま使用すると火災-感電の原因となり 
ます。 



電源プラグはコンセントに根元ま 
で確実に差し込む 

差し込みび不完全ですと発熱したりほ 
こりび付着したりして、火災の原因と 
なります。また、電源プラグの刃に軸 
れると、感電の原因となります。 

電源プラグを根元まで差し込んでちゆ 
るみびあるコンセントの場合には、販 
売店や電気工事店にコンセントの交撰 
を依頼してくださし、。 



機器の上に花びんやコップなど水 
の入った容器を置かない 

かびこぼれて中に入ると、火災-感電 
の原因とな0ます。 



機器の上にろうそくやランプなど 
乂のついたちのを置かない 


本機のカバーやパネルにはプラスチッ 
クび使われてお0、燃え移ると火災の 
原因となります。 


使用について 


水をかけたりめ6したりしない 

火災-感電の原因となります。 

雨天、降雪中、海岸、水迈での使用は 
特にごミち意ください。 

雷が鳴り 始めたら 電源プラグや 
AC アダプターには触れない 

感電の原因となります。 

お手入れ 


© 電源プラグを定期的に清掃ずる 

電源プラグにほこ0などび付着してい 
ると、湿気等により絶縁び悪くなり、 
乂災-感電の原因となります。 

電源プラグをコンセントか5损いて、 
乾いた巧で取り除いてください。 
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安全上のご注意 



A ミ主意 

異常のとをは 

設置にごし1て 


落とした5 AC アダプターを 抜く 

ftp - AC アダプターや機器を落としたり、 
^€6^カバーやケースび壊れた0した場合 
は、電源スイッチを切り、 AC アダプ 
ターをコンセントから抜走、点検、修 
理をご依頼ください。そのまま使用す 
ると、火ぶ•感電の原因となることび 
お0ます。 

電源 コード•プラグについて 


0 


不を定な場所に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた所など、不 
安定な場所に置かない。落ちた0、倒 
れた〇して、けびの原因となることび 
あります。 


Q 湿気やほこりのをい場所に置かない 

油煙や湿気の当たる調理台や加湿器の 
そば、湿気やほこ0の多い場所に置か 
ない。火災-感電の原因となることび 
ありまず。 



めれた手で電源プラグを巧を差し 
しない 

感電の原因となることびあります。 

AC アダプターを熱器具に近づけ 
ない 

AC アダプターを熱器具（ス I -ーブ、 
アイ□ンなど）におづけない。ケース 
やコードの被服び溶けて、火災•感電 
の原因となることびあ0ます。 



電源プラグを巧くときは電源コー 
ドを引っ張5ない 

コードび傷つさ、火災-感電の原因と 
なることびあ0ます。必ずプラグを 
持って抜いて < ださし、。 


Q 


温度の局い場が I し置かない 

窓を閉め切った自動車の中や直射曰光 
びあたる場所など、異常に温度び高く 
なる場所に放置しない。本体や部品に 
悪い影響をちえ、火災の原因となるこ 
とびあ0ます。 


〇 機器の接続は取扱説明書に従ラ 

関連機器を接続する場をは、各々の機 
器の取扱説明書をよ<読み、電源を切 
り、説明に従って接続する。また、接 
続は指定のコードを使用する。あや 
まった接続、指定政外のコードの使用、 
コードの延長をすると発熱し、やけど 
の原因となることびあります。 


設置にごいて 



移動させるとさは電源プラグを巧 

< 

移動させるとさは、電源スイッチを切 
0、電源プラグをコンセントから损さ、 
アンテナ線、スピーカーコード、その 
イ也接続コード類を全て外す。コードを 
抜かずに移動するとコードび傷つさ、 
火災-感電の原因となることびありま 
す。 


巧用について 



長期間使用しないときは AC アタ‘ 
プ ターを 巧く 

旅行などで長期間使用しないとをは、 
必ず電源プラグをコンセントから抜 
く。乂災の原因となることびあります。 


Q 


機器の内部に異物を入れない 

機器の通風孔、開□部か5内部に金属 
類や燃えやすいをのなどを差し込んだ 
0、落とし込んだりしない。火災■感 
電の原因となることびあります。 
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必ずお守りください 



ミ主意 

使用について 

電池にごし1て 


機器のケースを開けたり改造した 
りしない 

内部には電圧の高い部分びあ0、乂災 
-感電の原因となることびあります。 
点検、修理は販売店または当社ヴービ 
ス窓口にご依頼 < ださい。 


電池にごいて 


〇 電池の取り扱いに注意ずる 

次のことを、必ず守ってくださし、。 

-極性表示（プラス" +" とマイナス" 
一"の向さ）にま意し、表示どおり 
に入れる。 

-指定の電池を使用する。 

•使い切ったとをや、長期間使用しな 
いとをは、取0出しておく。 

-新しい電池とちい電池を混ぜて使用 
しない。 

-違う種類の電池を混ぜて使用しない。 

-充電池と乾電池を混ぜて使用しない。 
•電池は、加熱したり、分解したり、火 
や水の中に入れたりしない。 

電池は誤った使い方をすると、破裂、 
あちれによ0、火災、けびや周囲を破 
損する原因となることびあ0ます。 
電池を入れたままにしておくと、過放 
電によ0液びちれ、けびややけどの原 
因となることびあります。 

ミ夜びをれた場合は、点検、修理をご依 
頼ください。万一、われたミ夜び身体に 
ついたとさは、水でよく洗い流してく 
ださし、。 




電池は乳幼児の手の届かないとこ 
ろに置く 

電池をあやまって飲み込むおそれびあ 
ります。ボタン電池などル型の電池は 
特にごミち意ください。万一、お子さま 
び飲み込んだ場合は、ただちに医師と 
相談してくださし、。 


音量にごいて 


Q はじめか S 音量を上げずぎない 

突然大をな音び出て、聴力傷害などの 
原因となることびあります。特にへッ 
ドホンをご使巧になるとさはま意して 
ください。 


0 


耳を刺激ずるよラな大きな音で長 
時間続けて聴かない 

聴力に悪い影響をちえることびありま 
す。特にへッドホンをご使用になると 
をはま意してください。 


Q 長時間音び歪んだげ態で使わない 

スピーカーび発熱し、火災の原因とな 
ることがあ0ます。 


お手入れ 


お手入れの際は電源プラグを巧く 

Rf - む手入れの II は瓢乃グを]ンセン 
卜か5损く。感電の原因となることび 
おります。 

A 定期的に内部の点検、清掃をずる 

3年に]度程度を目安に、機器内部 
の点検、清掃をお勧めします。販売店、 
または最寄のサービス窓口に費用を含 
めご相談くださし、。 

内部にほこ0のたまったまま使用する 
と、火災や故障の原因となることびあ 
ります。 
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付属品について 

付属品 


AC アダプター 
( AC -12 日37已 A :1個） 


電源コード 
(1 本） 


U モコン 

( RC - AO 巳00 :1個) 





本体縦置さ用スタンド 
(1 個） 


スタンド固定ビス 
(1 本） 


横置さセッティング用 
クッシヨン （8 個） 






C 0 RE-A 己己 ¢0 み 
スピーカーに 同相 

スピーカーコード 
に m : 2本） 



スピーカー スタンド 
に個） 


スピーカー 端子 カバー 
に個） 



ステレオ音の 
エチケット 



楽しい音楽ち、時と場所によっては気になるをのです。隣り近所への配慮を 
十分いたしましよラ。ステレオの音量は、あなたのむびけ次第で大さくちル 
さくをなりまず。特に静かな夜間には、ルさな音でを通りやすいものです。 
夜間の音楽鑑賞には、特に気を配りましよラ。窓を閉めたり、ヘッドホンを 
ご利巧になるのも一つの方法です。お互いにむを配り、快い生ま環境を守り 
ましよつ。 
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設置ずるとさは 


本機を設置するとをのご注意 


必ず水平で安定した場所に設置してください。台などの上に設置する場をは、必ず台の強度を確認してくだ 
さい。 

スピーカーの磁気により、テレビやパソコンの画面に色ムラび発生することびあります。テレビやパソコン 
からかし離して置いてください。 


横置をセッティング 


T 


i C&CCTI l 


T 


縦置定セッティング 



左側スピーカー 本体部 ち側スピーカー 

スピーカーは左ちとを同じ校!でず。左ちどちらにでち設置でをます。 


KAF-A 已己には スピーカーは 
付属していません。 


機器および AC アダプターを設置するとさは、し U 下のことをお守0<ださい。 
放熱び十分でないと内部に熱びこちり、故障や火災の原因となることびあり 
ます。 

-機器の上面に、放熱の巧げになるものを置かないでください。 

-機器はあおむけや横倒し、逆さまにして使用しないでください。 

•巧をかけたり、じゅラたん、巧団の上に置いて使用しないで<ださい。 

-風通しの悪い狭い所で使用しないでください。 

機器はコンセントに容易に手び届く位置に設置し、異常び起さた場をすぐに 
電源プラグをコンセントからないてください。 

また、電源スイッチを切っただけでは機器は電ミ原から完全に遮断されません。 
完全に遮断するには、電源プラグを抜いてください。 


音響効果を楽しんでいただ<ために 


スピーカーの配置によって音は変化します。よりよい音質をお楽しみいただくために、下記を参考にしてく 
ださい。 

• 左ちのスピーカーの周囲の環境をできるだけ同じにする。左ちのスピーカーを壁から離れたところに設置 
し、窓に厚手のカーテンなどを掛けて、でさるだけ音の反響をかな<する。 

• 左ちのスピーカーの間隔を広げる0 
• 鑑賞時の耳の位置に傾けて〔日〜20度）設置する。 
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お使いになる前に 
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接続のしかた 


基本接続 


接続上のご注意 


接続び終了するまで、電源コードのプラグをコンセントへ差し込まないでください。 
接続したコード、ケーブル類を抜くと去は、事前に必ず本体の電源を切り、電源プ 
ラグをコンセントから巧いてください。 


本機の誤作動について 


正しく接続したのに正常に動作しない場合や、ディスプレイび誤った表示をする場 
合は本磯を U セットしてください。 （43 ページ） 


電源コード 


AC アダプター 


コンセントの奥まで確実に 
差し込んでください。 


交茄 lOOV 、 

已。/巨。 Hz び)電ミ原 
コンセントへ 


この製品には、付属の AC アダプター 「 AC - l 2037己 A 」 
( J 曰 TA 規格•極性統一形プラグ付を）をご使巧ください。 




形状の違いによる故障 
や事故を防止ずるた 
め、付属の電源コード 
し乂がは絶対に使用しな 
いで < ださい。 

付属の電源コードは本 
機政がの機器には使用 
しないで < ださい。 


LSF-A55 
ち側スピーカー 


©LJ© 


V 


SPEAKERS (4-16n) 


罔國罔 P 


u 


@ @ 


D.AUDIO/PORTABLE IN 


©説 

で#ブタ ー S ご由円 < だ己 L 
USE ATTACHED ADAPTOR 


圆 


透明に白のライン @ 


LSF-A55 
ち測スピーカ- 


/ 、 


Q か. 


， T , 

iL 
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スピーカーは左ちとも同じ物です。左ちどちらにでち設 
置でをます。 
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本体の設置について 


スピーカーの 接続 


-横置をクッシヨンの使い方 


-スピーカー 端子 カバーの巧 0付け方 


本体底面にクッションを4力所貼ります。クッショ 
ン側を底面にして設置します。貼る位置は図を参 
考にしてください。（クッションは8個付属してい 
ます。残りの4個は予備用として保管してくださ 
い。） 



スピーカーコードを接続する前に付属のスピー 
カー端子カバーの巧にコードを通しておさます。 
スピーカーコード接続後、カバーを取り付けまず。 



• 織置を本巧スタンドの使い方 


-スピーカーコード巧端の処理のしかた 


本体を縦置をずる場合は、本体を SD カードス□ッ 
卜側を下にしてスタンドに置をまず。スタンドの 
背面の下部にスタンド固定ビスで、スタンドと本 
体を固定します。 



コード先端のビニール部分は、ねじりなびら巧さ 
取ります。 

^ =^〇 


-スピーカーコードの 取り付け方 




V -固定ビスを取り外すときに、固いときは市販のマイ 
ナスドライバでがしてください。 


スピーカーの設置について 


-スピーカー スタンドの淀い方 

スピーカースタンド底面の、矢印のち向を前面に 
してスピーカーをスタンドに取0付けます。垂直 
(日度）から20度までお好みの角度に調整できま 
す。 


スピーカー端子カバーの取0がし方 

スピーカー 端子 カバーの巧を 巧し 下げて、カバー 
を 取り外します。 




20。 



な 


ゾ •スピーカーコードの+と一は絶対にショートさせな 
いで<ださい （+ と一のコードを接触させないで< 
ださい)。極性+と一を間違えて接続すると、楽器な 
どの音源位置びはっさ〇しない不自然な音にな0ま 
す。 
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接続のしかた 


他の機器（市販品）との接続 

-関連システム機器を接続するときは、関連機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。 

•接続コードはすべて確実に差し込んでください。差し込みび不完全な場合は、音び出なくなったり、雑音び 
発生することびあります。 


接続上のご注意 


接続は必ずスタンバイ状態時に巧い、接続び終了するまで電源を曰 N にしないで 
ください。接続したコード、ケープル類を损くとをは、事前に必ず電源を OFF 
にしてから抜いてください。 


USB 


US 己フラッシュ:><モ1」や US 日マスストレージ 
クラス对応のデジタルオーディオプレーヤー 
を、本体背面部の[•く HJSB ] 端子に接続しま 
す。 

•機器によっては、認識されるまでに時間びか 
かることびあ0ます。 

- US 巳接続モード選択画面び表示されるモデ 
ルびあ0ます。「ストレージモード」を選ん 
で < ださい。 



US 巨フラッシュメモ U 


D . AUDIO/PORTABLE IN 入力 


デジタルオーディオプレーヤーや iPod ドッ 

ク ( PAD - iP 7) を本体背面部の [ D . AUDIO / 

PORTABLE IN ] 端子に接続します。 

- D.AUDIO Control を" ON " にして口4ぺージ) 
デジタルオーディオリンク対応プレーヤー 
(ケンウッド製）を専用ケーブル PNC -1 日0 
(別売）で接続すると、本機やリモコンを 
使って操作できまず。に4、38ページ） 
また、 iPod は専用アダプター PAD - iP 7 〔別 
売）で接続すると、 iPod を操作でをます。 

-デジタルオーディオ U ンクに対応していない 
デジタルオーディオプレーヤーを接続する場 
合は、 D.AUDIO Control を"日 FF " にしてく 
ださい。 （34 ページ）このとさは市販のステ 
レオ S ニプラグケーブルを使って接続しま 
す。 

-お使いにならないときは、ケーブルを本体か 
ら损いてください。 


ケンウッド製 
デジタルオーディオ 
プレーヤー 


'/PORTABLE IN 



江 ： c l 由 D 

：iN PNC -1 已〇访 IJ 売） 


回日 


iPod 




© 


©©© 


PAD - iP 7 (別売)「 
PAD - iP 7 付属ケーブル 


ステレオミニプラグ付コード（市販品） 


@ 


デジタルオーディオ 
プレーヤーなど 


12 CORE - A 55/ KAF - A 55 








































































AUX IN 入力 


ビデオデッキなどの音声出力端テを本体背面 
部の [AUX IN ] 端子に接続します。市販のス 
テレオ S ニプラグケーブルを使って接続しま 
す。 



ステレオ S ニプラグ付コード 


(市販品） 
•cu i 阻 



ビデオデッキなど 


PC IN 入力 


US 日端テを搭載した Windows® Vista/XP 
搭載 PC (パソコン）を [PC IN ] 端子に接続し 
ます。 


市販の US 己ケーブル (TypeA - Mini 目)を使つ 
て接続しまず。 

- 3m_L 处下の US 巳ケーブルをご使用ください。 



D - IN ( PCM ) 


デジタルチューナーなどの光デジタル出力端 
子を本体背面部の [ D - IN ( PCM )】 端子に接続 
しぶす 0 


接続機器のデジタル音声出力設定を 「PCM」 

D-IN 

PCM) 

PCM 信号） 

にして < ださい。 



ロ ロロ己 -^ 曰 (H) 


光デジタルケープル（市販品） 

デジタルチューナーなど 


光デジタル出力 


PHONES 


ステレオ S ニプラグつさのへッドホンを本体 
前面部の [ PHONES ] 端子に接続します。 

へッ ドホンを接続ずるとスピーカーか5出る 
音は消音され、ボ U ュームの調整範囲び〇〜 
MAX (33) になります。 
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各部のなまえと働き 


本巧部 



〇ディスプレイ部 （15 ベージ） 

包 VOLUME (ボリユーム）ノブ 
電源& (19 ぺージ） 

電源の ON/ 日 FF (スタンバイ）を切り換えます。 
本機びスタンバイのとさ、押すと電源び ON しま 
す。 

電源び日 N のとを、1秒切上巧し続けると本機び 
スタンバイになりまず。 

VOLUME (18 ぺージ） 

回して音量を調整します。 

►/II (1日、20、22、24ぺージ） 

US 日/ SD/D.AUDI0 のとさ、押すと巧を再生し 
まず。イル S ネーシヨンび白から青になります。 
ちラー度巧すと一時停止します。イル S ネーシヨ 
ンび青から白にな0ます。 


e JOG ノブ 

INPUT SELECTOR (19. 20、己2、24、 
25、26ベージ） 

イル S ネーシヨンび白色のとさ、ちまたは左に 
回して音源(ソース)を選択します。 

■ィィ/ (21、23、24ベージ） 

US 巨/ SD/D.AUDI0 のとさ、再生中にちまたは 
左に回して巧をスキップします。 

(21、23、24ベージ） 

US 巨/ SD/D.AUDI0 のとさ、再生中にちまたは 
左に回し続けて巧を早送り早房しします。 

〇 SD 力ードス□ジト（19、20ベージ） 

SD カードを挿入します。 

0 PHONES 端子 （13 ベージ） 

0 STANDBY インジケーター 

赤色：スタンバイ状態 
消な：電源 ON 状態 


イル三ネーシヨンについて 


本機では J 日 G ノブ回りのイルミネーション色によ0 
本機の JOG ノブの状態を表しています。 

白色： JOG ノブを回して音源〔ソース）を切り替え 
られます。 

青色： SD/US 巳/ D.AUDI 日のとき、 

イイ/►►として動作しまず。 


スタンバイ状態について 


本機の [ STANDBY ] インジケーターび点灯中は、マ 
イコン動作ため、微弱な通電び行われています。こ 
れをスタンバイ状態といいます。このが態のとを、 
U モコンで本機の電源を ON にできます。 
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ディスプレイ部 


〇 


► 


UEE 


rJl 励梓 r 」 ピト 

プレイ/ポーズ 

と?——インプットセレクタ/ 
接続状態 


口よわ dxlTcinEl 而 Iffil 


mmim 


© 


音費調整 


〇数字および文字情報を表おします。 

〇本機のインプットセレクタやサウンドモードの状態などをアイコンで表示します。 


► 巧〔オーディオファイル）を再生中に点な 
します。 

M 巧〔オーディオファイル）び一時停止中に 
点打します。 

(] x 消音中ユーティング）に点灯します。 


ザ 

已 


1巧 U ピートのとさ点なしまず。 

巧（オーディオファイル）を再生/一時 
停止すると点灯します。 

フオルダ再生モードを選択すると点灯し 
ます。 


SD カードを挿入しセレクタを SD にしたと 
liiU き点なします。 


ご口。巳 I 


トーンを設定すると点打します。 


み US 目オーディオ機器を接続しセレクタを 
USE US 巨にしたとき点なします。 



サウンドモードを設定すると点阿しま 
す。 


向1 PC (パソコン）を接続しセレクタを PC に 
巧 したとさ点なします。 


Straight 


ストレートび設定されると点のします。 


I ~ I 全な U ピート/フオルダリピートのとさ点打 
*+-* します。 


>/ •本文中のディスプレイ表示は、実際の表示と異なる 
場合ちおります。 
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各部のなまえと働を 


y モコン音 P 



•本体部と同じ名前のボタンは、 
本体部と同じ働きをしまず。 


〇電源の （19 ぺージ） 

電源の ON/OFF (スタンバイ）を切り換えます。 

包 P.MODE (20、22ベージ） 

再生モード〔全曲再生モード、フオルダ再生モー 
ド）を切り換えます。 

包 REPEAT (21、23ぺージ） 

巧を繰り返し再生します。 

〇 MODE (30 〜34ベージ） 

本機の各種設定を行います。 

包 ►/II (1 白、20、22、24ぺージ） 

巧を再生しまず。ちラー度巧すと一時停止しま 
す。 

■ (21、23、24ベージ） 

再生を停止します。 

MULTI CONTROL < / > (30 〜34ベージ） 

項目を選択します。 

!◄◄/►►! (21、23，24ベージ） 

US 日/ SD/D.AUDI0 のとき、再生中に巧をス 
キップします。 

□.AUDIO のとさ、再生中に押し続けると巧を早 
送り早戻しします。 

ENTER (30 〜34ベージ） 

項目を決定します。 


0 (21、23、24ベージ） 

US 巳/ SD のとき、再生中に曲を早送り、早房し 
し 9 0 

〇 FOLDERa /マ （20、22、24ベージ） 

フオルダを選択します。 

〇 MUTE (18 ぺージ） 

音を一時的に消音します。 

0 VOLUME ▲/▼(18 ベージ） 

音量を調整します。 A を巧すと音量び上びり、 
▼ を押すと音量び下びります。 

⑩ INPUT SELECTORa /平 （19、20、22、 
24、25、26ベージ） 

音源を選択します。 

® DISPLAY (21、23ぺージ） 

ディスプレイの表示内容を切り換えます。 

⑩ TONE ( S 8 ベージ） 

お好みに合わせて音賈を設定で定ます。 

0 SOUND (28 ぺージ） 

ヴウンドモードを設定をします。 

の STRAIGHT (29 ベージ） 

サウンド設定、トーン設定を解除し、音質の調 
整を巧わず再生します。 
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II モコンを準備する 


絶縁シートを矢印の方向に引さ抜いてください。 


( 


〇 〇 
t » ) f ■ i 


KENWOOD 


電池を交換するとをは 


1. ストッパーを横に押しなびら、電池ホルダーを引 
さ出します。 

リモコン裏側 



2. 電池ホルダーに U チウムボタン電池を入れて、ホ 
ルダーを元に戻します。 


度)を上にします。 



電池を交換する場合は、必ず指定の型番の電池をお 
使い < ださい。 

使用電池： 3 V リチウムボタン電池 CR 吕02己 

電池ホルダー 


極性表示+ 



ストがご3義 


/K ;よ品 1 


U チウム電池は正しい取り扱いを行わない場合、火災を起こ 
したり、化学物質で巧屑をおかされることびあります。幼児 
には軸れさせないよラに十分ご注意ください。また、分解や 
充電、焼却を行ったり、1日日度政上の熱を与えないよラに 
してください。交換の際には、指定の電池のみをご使用くだ 
さい。異なる電池を使用した場合、火がや爆発の原因となる 
ことびあります。 


操作のしかた 


本体の電源プラグをコンセントに差し込み、リモコ 
ンの電源[の]を押すと、電源び日 N になります。 

電源を日 N したら、操作したいボタンを押します。 
U モコンは本体の U モコン受光部に向けて使用して 
<ださい。 


付属の乾電池は動作チェック用のため、寿命び短い 
ことびおります。 

電地ホルダーを引を出すとさに、つめを痛めないよ 
ラにミち意してください。 



約 6 m 


U モコン受光部に直射日光や高周波点好（インバー 
ター方式等）の堂光打の光び当たると、正しく動作 
しないことびあります。誤動作を避けるために設置 
場所を変えてください。 
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絶縁シートを取りがす 


電池について 


お使いになる前に 



































基本的な使いかた 


4 


哈 

ぶ 


本体による操作です。この表記びある場合は 
本体を操作しまず。 

U モコンによる操作です。この表記びある場 
合はリモコンを操作します。 


夕び両方表記されている操作手順は、本体、 
U モコンのどちらでち操作びでさます。 





音量を調節する 

辞,霄 [ VOLUME ] で調節する。 


音量を 

下げる 


[を 音 重を 

巧 


音量を 

上げる 

音量を 

下げる 


一時的に消音（ミュート）する 

固 [MUT 曰 を押す。 

B び表示されます。 

■ミュート解除ずるには... 

ちラー度 [ MUTE ] を押す。（ちとの音量に戻 
ります）または音量の調節をする。 


日 〜 MAX (最大）の間で調節でさます。 


つまみを速く回す（本体)、またはボタンを巧し 
続ける（リモコン）と音量び早く切り替わります。 
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^ 電源を ON にする 

ブタ [ VOLUME ] を巧ず。 
g 電源[の]を押ず。 


USB 機器を挿し込む場合 _ 

挿し込む方向に注意して挿し込んでください。 
(12 ページ） 

■ USB 機器を取り列ずには… 

停止後、本機をスタンバイ状態にしてから 
USB 機器を引き抜きます。 


電源を OFF ずるには... 

冷 [ VOLUM 口を1砂 1 U 上巧す。 
§ 電源[の]を押ず。 


〇音源メディアを入れる 


SD カードを入れる場合 


SD 力ードを SD 力ードス□ットに「カチッ」 
と音びするまで差し込みます。 



. ~~\ SD 力ードのラベル面を上にして、カットされた 
部分びちになるよラに入れます。 


■ SD 力ードを取り出ずには... 

停止後、本機をスタンバイ状態にしてか b 指 
を添えたまま SD カードを巧してポップアップ 
した5引さ抜さまず。 

■ mini SD、micro SD 力ードを使うには." 

microSD 力ード 



. 巿販の専用アダプターに取り付けてから使用しま 
す。挿入方向は SD カードと同じです。 


〇音源を切り曾える 

冷 [ JOG ] を回ず。 

^ [INPUT SELECTORa /^] を巧ず。 



D . AUDIO/PORTA 巨 LE 
IN に接続したが部機器 
□- IN ( PCM ) に接続した 
が部磯器 

SD カードス□ツトに入 
れた SD カード 


一ろ* US 巨に接続した磯器 

PC IN に接続したパソコン 

AUX IN に接続した列部 
機器 


■音源の切り曾えについて（本体） 

イルミネーションび白色のとさ、 [ JOG ] を回 
して音源(ソース)を選択しまず。 


4再生する 

ち夕 [ VOLUME ] を巧ず。 
每 [►/II] をがず。 


、/ •* 接続する機器に応じて設定を変更することびでさ 
ます。 D.AUDI 日コント n - ルを" 日 FF " に設定する 
とイン プッ トセレクタ 表示が P 日 RTA 日 1_ピ にかわ 
ります。 （34 ページ） 
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SD を再生ずる 


S □力ードの曲（才ーデイオファイル）を再生し 
ます。 


巧を聞< 


フオルダごとに再をする 

S □内のフォルダごとに再生ずるモードに設定し 
ます。 

音源を SD に切り替え、停止しておをます。 


SD 力ードを挿入する 

SD 力ードス□ツトに SD 力ードをセツトしま 
す。 （1 日ページ） 


〇音源を" SD " に切り替える 

冷 [ JOG ] を回ず。 

胃 [INPUT SELECTORa /^] を f 甲ず。 


SD 


SD カードス□ツトに 
入れた SD カード 


〇再生する 

ち夕 [ VOLUME ] を巧ず。 
g [►/II] を f 甲ず。 

最初の曲〔オーディオファイル）から再生し 
ます。フォルダやファイルを検索して最ルファ 
イルナンバーから再生を開始します。 

-複数のフォルダやオーディオファイルびある場合 
の再生の順番については、「フォルダやオーディ 
オフアイルの再生順について」 （37 ページ）をご 
覧ください。 


已（フオルタ‘再生モード）を選ぶ 

胃 [ P . MODE ] を巧す 

押すたびに次のよラに切り曾わります。 



フォルダ再生モード 
通常の再生モード 


〇再生したいフォルダを選ぶ 
S [FOLDER ▲/▼] を巧ず。 

最初の巧（オーディオファイル）から再生し 
ます。フォルダ再生モードでは選んだフォル 
ダだけを再生し、すべての再生び終わると停 
止します。 


■ フオルダ再生モードを解除ずるには… 
胃'再生停止後、 [ P . MODE ] を巧ず。 


• 再生可能な曲（オーディオファイル）び無いときは、 
再生は開始されません。 
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File Name 

H 

Folder Name 

H 

Title 

IH 

Artist 

IH 

Album 

H 

T 101:15 


ファイル名 


フオルダ名 


曲名 


アーティスト名 アルバム名 


ファイル No . 
再生時間 


§ 


再生中に [■] を巧ず。 


夕 


再生中に [ VOLUM 曰を巧ず。 

再度巧すと解除します。 




再生中に [►/"] を巧ず。 

再度巧すと解除します。 


フオルダの選択 


[FOLDER ▲/▼] を}甲す。 


早送り/早戻り 


巧のスキップ 


再生中に [ JOG ] ををまたはちに回し続ける。 


g 再生中に[イ- <] / [►►] を長押しずる。 


夕 再生中に [ JOG ] をちに回す。 


^ [►►!] を巧ず。 


前の巧へ戻る 


ちさ 再生中に [ JOG ] を2回、をに回す。 


[ I イイ]を連続して2回押す。 


巧の頭出し 


U ピート再生 
(繰0返し聞 <) 


冷 再生中に [ JOG ] ををに回す。 


ぶ を1回巧ず。 


旧 EPEAT ] を巧す Waiy — ► 

押すたびに切り替わ1曲だけ U ピート再全曲/フオルダ U リピート再生を解除 
h ます。 生します。 ピート再生します。します。 


再生中/停止中のボタン操作一賣 


動作 


操作 


ディスプレイの表示 

fim な S 


ぶ 


再生中または停止中に [ DISPLAY ] を巧す。 

-巧ずたびに表示情報び切り替わります。 

-表おするタグ情報が無いと" ..... "と表示されます。 

-再生時間び99分已9秒を超えると"-：と表示されます。 


音楽を聞く 


J 

n 




h 

隐 
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USB を再生する 


US 巳フラッシュメモリや USB マスストレージク 
ラス対応のデジタルオーディオプレーヤーを USB 
接続して、巧（オーディオファイル）を再生しまず。 


巧を聞< 


USB 機器を接続する 

本体の US 目端テに US 巳フラッシュゾモ1」、ま 
たは US 巳オーディオプレーヤーの US 巳ケープ 
ルを接続します。 （12 ページ）接続する外部 
機器の取扱説明書をあわせてご覧ください。 


〇音源を" USB" に切り誓える 

ブさ [JOG] を回ず。 

[INPUT SELECTORa /^] を巧ず。 


USB 


一ち • US 巨に接続した 
機器 


〇再生する 

[VOLUME] を巧ず。 
g [►/II] を巧ず。 

最初の曲〔オーディオファイル）から再生し 
ます。フォルダやオーディオファイルを検索 
して最小ファイルナンバーか5再生を開始しま 
す。 

-複数のフォルタやオーディオファイルびある場合 
の再生の順番については、「フォルダやオーディ 
オファイルの再生順について」 （37 ページ）をご 
覧ください。 


フオルダごとに再をする 

US 日内のフォルダごとに再生ずるモードに設定 
しまず。 

音源を USB に切 D 替え、停止しておさます。 



已（フオルダ再生モード）を選ぶ 


I [P.MODE] を巧す。 

押すたびに次のよラに切り替わります。 



フォルダ再生モード 
通常の再生モード 


〇再生したいフォルダを選ぶ 

ぷ [FOLDER ▲/▼] を巧ず。 

最初の巧（オーディオファイル）から再生し 
ます。フォルダ再生モードでは選んだフォル 
ダだけを再生し、すべての再生び終わると停 
止します。 


■ フオルダ再生モードを解除ずるには… 
/§ 再生停止後、 [P.MODE] を巧ず。 


^ • 再生可能な曲（オーディオファイル）び無いときは、 
再生は開始されません。 

-定格が上の電流を消費ずる USB 機器を接続すると 
"USB ERROR " び表示され、本機では使用でさませ 
ん。本機の電源を日 FF にしてから、その US 日機器を 
振いてください。 
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File Name 

H 

Folder Name 

H 

Title 

IH 

Artist 

IH 

Album 

H 

T 101:15 


ファイル名 


フオルダ名 


曲名 


アーティスト名 アルバム名 


ファイル No . 
再生時間 


§ 


再生中に [■] を巧ず。 


夕 


再生中に [VOLUM 曰を巧ず。 

再度巧すと解除します。 




再生中に [►/"] を巧ず。 

再度巧すと解除します。 


フオルダの選択 


[FOLDER ▲/▼] を}甲す。 


早送り/早戻り 


巧のスキップ 


再生中に [JOG] ををまたはちに回し続ける。 


g 再生中に[イ- <] / [►►] を長押しずる。 


夕 再生中に [JOG] をちに回す。 


^ [►►!] を巧ず。 


前の巧へ戻る 


ちさ 再生中に [JOG] を2回、をに回す。 


[Iイイ]を連続して2回押す。 


巧の頭出し 


U ピート再生 
(繰0返し聞 <) 


冷 再生中に [JOG] ををに回す。 


ぶ を1回巧ず。 


旧 EPEAT] を巧す Waiy— ► 

押すたびに切り替わ1曲だけ U ピート再全曲/フオルダ U リピート再生を解除 
h ます。 生します。 ピート再生します。します。 


再生中/停止中のボタン操作一賣 


動作 


操作 


ディスプレイの表示 

fim な S 


ぶ 


再生中または停止中に [DISPLAY] を巧す。 

-巧ずたびに表示情報び切り替わります。 

-表おするタグ情報が無いと" ..... "と表示されます。 

-再生時間び99分已9秒を超えると"-：と表示されます。 


音楽を聞く 


J 

n 




h 

隐 
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デジタルオーディオプレーヤーを再生する 


本機に接続したケンウッド製デジタルオーディ 
オプレーヤーや iPod を再生しまず。 


巧を聞< 


^機器を接続する 

D . AUDIO / P 曰 RTA 目 LE 11\1入力端テに別売品 
を使ってケンウッド製のデジタルオーデイオ 
プレーヤーや iPod を接続します。 （12 ページ） 

接続する機器の取扱説明書ちあわせてご覧く 
ださい。 


〇音源を" D.AUDI □"に切り誓える 

冷 [JOG] を回ず。 

国 [INPUT SELECTORa /^] を巧ず。 


D.AUDI0 


□ . AUDIO/PORTABLE 
IN に接続した機器 


3 接続した機器の電源を入れ、一時停止 
(ポーズ）にずる 

4再生する 

冷 [VOLUME] を巧ず。 

^ [►/II] を f 甲ず。 


V -本機へ接続している間は、機器側の音量、 * 音質設定 
び無効になりますド PAD - iP 7 で接続した iPod は除 
く）。同じ音量でち接続した D . AUDIO/iPod の音び、 
他の音源よりも小さく、または大さく感じた場合は 
入カレベルを調整します。入カレベルの調整は、3日 
ページをご覧ください。 


再生中/停止中のボタン操作一覽 


動作 



操作 

停止 


f 再生中に [■] を巧す。 

一時停止 


再生中に [VOLUME] 
を巧ず。 

再度巧すと辭除しまず。 

A 

再生中に [►/H] を 
r 巧ず。 

再度押すと觸除します。 

フォルダの選択 


W [FOLDER ▲/▼け 
广 巧ず。 

早送り/早戻0 

夕 

再生中に [J 日 G] ををま 
たはちに回し続ける。 


f 再生中に [1 イイ]/ 

1 [►►!] を長巧しずる。 

巧のスキップ 

夕 

再生中に [JOG] をちに 
回ず。 


f [►►!] を巧ず。 

前の曲へ戻る 

ち夕 

再生中に [ JOG] を 

2回、をに回す。 


m [い<ィ]を連続して 

1 2副甲ず。 

オーディオファ 

ち^ 

再生中に [JOG] ををに 
回ず。 

イルの頭出し 

A 

r [1 イイ]を 1 回巧す。 


■ 接続専用ケーブル機器について 

-別売の PNC -1 已〇 (ケンウッド製デジタルオー 
ディオプレーヤー専巧ケーブル） や PA [> iP 7 
り Pod 専用アダプター）で接続すると、本機や U 
モコンで機器を操作でをます。 

•詳しい接続や設置のしかたについては、 
PNC -1 已〇または PAD - iP 7 に付属の取振説明書 
をご覧ください。 
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外部機器を再生ずる 


AUX IN/D-IN(PCM) に接続し 
て再生する 

本機に外部機器を AUX IN/D-IN(PCM) に接続して 
再生します。 


ポータブル機器を再をする 

本機の D.AUDIO/PORTABLE IN の設定をポータ 
ブルに設定ずるとポータブル機器を接続して再生 
でさます。 


外部機器を接続する 


AUX IN / D - IN ( PCI \/ I ) 入力端テに、外部機器を接 
続しまず。 （13 ページ） 

接続する列部機器の取掘説明書をあわせてご覧く 
ださし、。 

本機と機器の電源は必ず OFF にして接続してくだ 
さし、。 


ポータブルプレーヤを接続する 


D . AUDIO/PORTABLE INI 入力端子に、ポータブ 
ル機器を接続します。 （12 ページ） 

接続するが部機器の取扱説明書をあわせてご覧く 
ださい。 

本機と機器の電源を必ず OFF にして接続してくだ 
さい。 


2 音源を" D - IN " または" AUX " に切り 
替える 

タタ [JOG] を回ず。 

胃 [INPUT SELECTORa /^] を巧す。 


D-IN 


D - II \ I ( PCM ) に接続し 
たが部機器 


AUX 


AUX 11\1に接続したが 
部機器 


■サンプ I 」ング周波数 

□- IN ( PCM ) を選んだときは、入力信号のヴンプ 
U ング周波数び表示されます。本機で再生でさる 
デジタル信号は、 PCM (32 kHz /44.1 kHz /48 
kHz ) です。 


〇設定を切り替える 

□. AUDIO コント□-ル設定を" PORTABLE " に 
します。 （34 ページ） 

つ音源を" PORTA 目 LE " に切り替える 

的 [JOG] を回ず。 

^ [INPUT SELECTORa /^] を巧ず。 


PORTABLE 


D . AUDIO/PORTABLE IN 
に接続したポータブル機器 


4 接続した外部機器の電源を入れ、 
再生を開始する 


3 接続した外部機器の電源を入れ、 
再生を開始する 


>/ •セレクタび AUX のとき、同じボ U ユームでも外部機 
器の音量びその他の音源より大さく、またはルさ< 
感じたときには入カレベルを調整します。入カレべ 
ルの調整は、3日ページをご賣ください。 


同じボ U ュームでちポータブル機器の音量びその他 
の音源より大きく、またはルさく感じたときには入 
カレべルを調整します。入カレベルの調鹽ま、3日ぺ一 
ジをご覧ください。 
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パソコン ( PC ) を再生する 


パソコンを接続してコンテンツ 
を聞< 

パソコンを本機に USB ケーブル（市販品）で接続 
し、パソコン内のソフトウェアを操作してなやラ 
ジオ放送などのコンテンツを聞くことがでをまず。 

本磯とパソコンを接続する US 巳ケーブル （Type A 
-Mini 巨）を準備します。 


A 本体裏面の [PC IN ] 入力端子とパ 
I ソコンの US 目ポートを、 USB ケー 
ブルで接続する 



本機とパソコンを接続する場合は電源をオフ 
にしておさます。 


4音源を" PC " に切り曾える 

夕 [ JOG ] を回ず。 

^ [INPUT SELECTORa /^] を巧す。 


5 パソコンのソフトウェアを操作し 
て音楽ファイルを聞< 

-音楽ファイルはパソコンで選びます。パソコンの 
操作については、パソコンまたはソフトウェアの 
マニュアルをご覧ください。 

-本機で音量調節びでをます。 

•パソコンと接続中は、@が表示されます。 

-本機は 32kHz/44. 1 kHz/48kHz のサンプリング 
周波数に対応しています。また、16ビットステ 
レオ/モノラルデータを受信でさます。 

. 本機の PC IN 入力端子は入力専巧です。本機で再 
生される音をパソコンに録音することはできませ 

-音び出ないときや音量び非常にかさいときは、巧 
の手順で Windows の設定を確認してください。 


〇パソコンの電源をオンにする 


〇本体の電源をオンにする 

-パソコンへドライバび自動的にインスI-ールさ 
れ、本機は 「US 日スピーカー」として認識され 
ます。 

•パソコンび本機を接続検出中の状態では、 USB 
ケープルを损さ差ししないでください。 

-数秘間経過してを本磯び検出されない場合は、次 
のことを巧ってください。 

- US 日ケーブルを接続しなおす 
■パソコンを再起動する 
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Windows XP の場ち 


Windows Vista の場合 


スタートメニューから、[コント□ールパネル]を選 
び、[ヴウンドとオーディオデイバイス]をダブルク 
U ックします。 



[オーディオ]タブをク U ックし 「 US 巨スピーカー」 
を選びます。 

下の[音量]をクリックして、音量を調節して<ださ 
い。「ミュート」のチェックボックスにチェックび 
ある場合は、解除しまず。 



スタート;)<ニューか5、[コント□ールパネル]を選 
び、[サウンド]をダブルク U ックします。 



再を[诗 * 1?か吐 


下のデバイスの s ちデバイスを通巧してモな期で sse してくだ S い： 


义ビーカー 

8urr-Brown 占 Hn PCM2702 
INf 。 


或 


-[再生]から「スピーカー」を還びます。 

-[レベル]をク U ックして、音量を調節してください。 


スピーカー 

- 〜--か — 76〔叫Iバランス倒) 
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音質を調整する 


サウンドモードを巧更する 
"SOUND" 

サウンドモードを設定しまず。 


イコライザーを設定する 
■TONE" 

お好みに合わせて音質を調整しまず。 


^サウンドモードにする 

に OUND ] を押すたびにサウンドモードび切り 
替わります。 


卜ーンモードにする 

[ TON 曰を押すたびにトーンモードび切り替わ 
ります。変更したい音域を表示させます。 


[ SOUND ] を巧ず。 


g [ TONE ] を巧す。 


D-Bassi 

D-Bass2 

Realistic 

Movie 

Vocal 



Night 


Sound Mode OFF 


低音を増強します。 

D - Bassl よりさらに低音を 
増強しまず。 

臨場感のある音で再生しまず。 

映画鑑賞に適した広びりのあ 
る音で再生します。 

音声を聞を取りやすく再生し 
ます。 

ライブ会場の雰囲気を再現し 
ます。 

ル音量でちバランスの良い音 
で再生しまず。 

サウンドモードをオフします。 



低音を調藝しまず。 
中音を調整します。 
高音を調藝します。 
設定モードを辭除します。 


I -ーンモードび設定されると丘由ち）び表おさ 
れます。 


つレベルを設定する 


B [MULTI CONTROL く/ >] で調璧ず 
る。 


〇サウンドモードを設定する 

'帶 [ENTE 刊を巧ず。 

選択したサウンドモードを設定します。 

サウンドモードが設定されると面 !®)が表示 
されまず。 



大きくなります。 


ルさくなります。 


他の音域を調整する場合は、手順 1 〜 2 を< り 
返します。 
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ストレートを設定する 
"STRAIGHT" 

音質の調舊を行わずに再生しまず。 


^ストレートモードにする 

[STRA 忙 HT ] を押すたびにモードび切り智わ 
0ます。 

[STRA に HT ] を巧ず。 


Straight 


オンします。 

▼ 



Straight 

OFF 1 

オフします。 


J 


ストレートモードび設定されると GBIEID び 
表示されます。 


ン- STRA に H 下を" ON" に設定ずるとサウンドモードと 
イコライヴーび解除されます。"日 FF" にするとサウ 
ンドモードとイコライヴーび元の状態に戻ります。 
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本機の設定を変更する 


入カレベルを調整する 
"Input Level" 

音源が D.AUDIO、AUX、P 日 RTABLE のとをの 
入カレベルを調整します。同じボリュームでち外 
部機器の音量がその他の音源より大を < 音が歪 
んだり、またはルさく感じたときに調整します。 


^変更したい音源を選択し再生する 

夕さ [INPUT SELECTOR] を回ず。 

胃 [INPUT SELECTORa /^] を巧ず。 


Q セットアップモードにする 

国 [MODE] を巧ず。 


〇 "I 叩 ut Level " を選択する 

m [MULTI CONTROL く / >] で選択し 
® [ENTE 刊を巧ず。 

4レベルを調整する 

B [MULTI CONTROL く / >] で調整し 
[ENTE 刊を巧す。 



音び大をくなります。 


音びルさくなります。 


設定すると自動的にセツトアップモードを終 
了しまず。 


ちちのパランスを調整する 
"Balance" 

ちちのスピーカーの 音量 バランスを調整しまず。 

へッドホンは外しておをまず。 

^セットアップモードにする 

[MODE] を巧す。 


Q " Balance " を選択する 

m [MULTI CONTROL く / >] で選択し 
ぶ [ENTE 刊を巧ず。 


〇バランスを調整する 


fm [MULTI CONTROL く / >] で調璧し 
ぶ [ENTE 刊を巧ず。 


-左ちのノ くランスを表します。 



設定すると自動的にセツトアップモードを終 
了します。 


■途中で設定を止めるには… 
I [MOD 口を押ず。 


30 


















ディスプレイの表示濃度を調整ずる 
"Contrast" 

ディスプレイ表示部の表示濃度を調整します。 


^セットアップモードにする 

/国 [MODE] を巧す。 


勺 " Contrast " を選択する 

§ [MULTI CONTROL く / >] で選択し 
[ENTE 刊を巧ず。 

〇表示濃度を調整する 

m [MULTI CONTROL く / >] で調整し 
:ぷ [ENTER] を巧ず。 


Contrast 


コントラストを弱 < します。 




Contrast 10 


コントラストを強くします。 


設定すると自動的にセツトアップモードを終 
了します。 


ディスプレイの明るさを調整ずる 
"Backlight" 

ディスプレイ表を部のバックライトの輝度を調 
整します。 


セットアップモードにする 

ぶ [MOD 日を巧ず。 


つ " Backlight " を選択する 


W [MULTI CONTROL< / >] で選択し 
ぶに NTE 刊を巧す。 


〇明るさを調壁する 

W [MULTI CONTROL< / >] で選択し 
A [ENTE 刊を押す。 


Backlight 

LOW 


Backlight 

MID 


Backlight 

HIGH 


暗 < なります。 

中間の明るさにな0まず。 
明る <な0ます。 


設定すると自動的にセツトアップモードを終 
了します。 


■途中で設定を止めるには... 
国 [MOD 口を押ず。 
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本機の設定を変更ずる 


イル S ネーシヨンの設定をする 
"Illumination" 

表示イル吉ネーシヨンの点巧または消巧を選択 
します。 

^セットアッ プモー ドにする 
§ [MODE] を巧ず。 


スピーカーを選択する 
"Speaker Setup" 

接続ずるスピーカーに合わせて最適な音質にな 
るよう設定します。 

^セットアップモードにする 

ぷ [MOD 日を巧ず。 


っ " Illumination " を選択する 


B [MULTI CONTROL く / >] で選択し 
[ENTE 刊を巧ず。 


〇点灯または消灯を選択する 

B [MULTI CONTROL く / >] で選択し 

[ENTE 刊を巧ず。 


Illumination 

ON 


Illumination 1 

3FF 


点なさせます。 
消灯させます。 


設定すると自動的にセツトアップモードを終 
了します。 


つ "Speaker Setup " を選択する 

^ [MULTI CONTROL く / >] で選択し 
ぶ [ENTER] を巧ず。 


3 接続するスピーカに合わせて選択 
する 

0 [MULTI CONTROL く / >] で選択し 
[ENTE 刊を f 甲ず。 


Standard 

一般的なスピーカー 

▼ ▲ 


Speaker"! 

CORE-A 已已の付属 スピーカー 



Speaker] 

ル型プックシェルフスピーカー 


設定すると自動的にセツトアップモードを終 
了します。 


■途中で設定を止めるには… 
I [MOD 口を押ず。 
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へツドホンを選択する 
"Headphone Setup" 

接続ずるへッドホンに合わせて最適な音質にな 
るよ5設定します。 


音の歪みを減6す 
"Compression" 

オーディオファイルを再生したとさに、音び歪 
んだり割れたりしたとさは設定をオンしまず。 


^セットアップモードにする 

'国 [MOD 曰を巧す。 


セットアップモードにする 

ぶ [MOD 日を巧ず。 


2 "Headphone Setup " を選択す 

る 

B ； [MULTI CONTROL く / >] で選択し 
[ENTE 刊を巧ず。 


3 接続するへッドホンに合わせて選 
択する 


B [MULTI CONTROL く / >] で選択し 
[ENTE 刊を巧ず。 


Standard 


一般的なへッドホン 


インナーイヤーヘッドホン 
ヵナル型ヘッドホン 

設定すると自動的にセツトアップモードを終 
了します。 


^ " Compression " を選択する 

m [MULTI CONTROL< / >] で選択し 
ぶに NTE 刊を巧す。 


3 接続する機器に合わせてクリップ 
レベルを調壁する 


W [MULTI CONTROL< / >] で選択し 
^ [ENTER] を巧す。 


Compression 


皿 


Compression OFF 


オンします。 


オフします。 


設定すると自動的にセツトアップモードを終 
了します。 


■途中で設定を止めるには... 
国 [MOD 口を押ず。 
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本機の設定を変更ずる 


USB 端子への電源供給を設定す D . AUDIO コント□-ルの設定 
る "Power Supply " をする " D.AUDIO Control " 


セレクタで us 日を選んでいないときでも USB に 
接続したデジタルオーディオプレーヤーを充電 
ずるための電源供給の設定をしまず。 



セットアップモードにする 

署 [MODE] を巧ず。 


つ "Power Supply " を選択する 

B [MULTI CONTROL く / >] で選択し 
[ENTE 刊を巧ず。 

〇電源供給を選択する 

B [MULTI CONTROL く / >] で選択し 
[ENTE 刊を押ず。 


Supply 

ON 


Supply ( 

3FF 


電源を供給します。 
電源を供給しません。 


設定すると自動的にセツトアップモードを終 
了しまず。 


^ • インプットセレクタで " USB " び選ばれている場合 
は、接続されている機器へ自動で電源び供給されま 
す。 

-本機びスタンバイ中は、電源を供給しません。 


本機をケンウッド製デジタルオーディオプレー 
ヤーリンク对応の機器と別売の PNC- 15日を使つ 
て、接続したとさのコント□ールの有無を選択し 
ます。 OFF に設定ずるとポータブル機器などを 
接続でをまず。 


^セットアップモードにする 

，胃 [MOD 日を巧ず。 

Q " D.AUDIO Contol " を選択する 

9 [MULTI CONTROL< / >] で選択し 
[ENTER] を f 甲ず。 


〇 D.AUDIO コント□ールを設定する 

W [MULTI CONTROL く / >] で選択し 
^ [ENTER] を巧ず。 


ON (D.AUDIO) 


D . AUDIO コント□ールを有 
効にしまず。セレクタ表示び 
" D . AUDICr になります。 


OFF (PORTABLE) 


D . AUDIO コント□ールを無 
効にします。セレクタ表示び 
" PORTA 巨 LE " にな0ます。 


設定すると自動的にセツトアツプモードを終 
了します。 


■途中で設定を止めるには… 
I [MOD 口を押ず。 
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知っておいていたださたいこと 


本機でほえるメディア 


メディア 

説明 


US 巨フラッシュメモ U 


USB 


US 巨マスストレージクラ 
ス対応デジタルオーディオ 
プレーャー 


[ 一を USB] 端子には、 USB フラッシュメモ U や USB マスストレージ 
クラス対応のデジタルオーディオプレーヤー切がの機器を接続しないで 
ください。万一、他の磯器を接続して発生した故障や破損、データの 
損失などについては、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじ 
めご了承ください。使巧可能な USB マスストレージクラス対応のデジ 
タルオーディオプレーヤーの情報は当社ホームページをご覧ください。 
http :// www 2. jvckenwood . com / faq / 


SD 

SD/SDHC 力ード‘ 

miniSD ™ 力ード 


micro SD / SDH 巳力ード 


-1白巨〜 32 G 巨の SD 力ードび使用で去ます。使用可能な SD 力ードの 
情報は当社ホームページをご覧 < ださい。 
http :// www 2. jvckenwood . com / faq / 

• miniSD / microSD 力ードは専用アダプターび必要です。 

-マルチメディアカード CMMC ) は使用で定ません。 


PC 


US 目端子を搭載した 
Windows Vista/XP 


PC IN 端デには 、 Windows Vista / XP 搭載パソコンを US 巨ケーブル 
(巿販品）で接続します。 


著作権にごいて 


放を皆 CD 、 レコード、その他の録音物（ミュージックテープ、カラオケテープなど）の音楽作品は、音楽の歌詞、 
楽曲などと同じ<、善作権法により保護されています。 

従って、それらから録音したものを売ったり、配ったり、譲ったり、貸したりする場合、および営利（店の巨 GM など) 
のために使用ずる場合には、著作権法上、権利者の許諾び必要です。 

使巧条件は、場合によって異なりますので、詳しい内容や申請、その他の手続をについては「日本音楽善作権協会」 
(」 ASRAC ) の本部または最寄りの支部にお尋ね<ださい。 



メ 

ン 


了 



ン 

ス 
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知っておいていただをたいこと 


再生でをる才ーデイオフアイル 


MP 3 ファイル_ 

ファイルフォーマット： MPEG 1 Audio Layer 3/ 
MPEG 2冉 ucHo Layer 3 / MPE 白 2 Audio Layer 3 
Lower samplin 客 rate ( I \/ IPEG 2.5) 

化お子： . mp 3 

ヴンプリング周液巧： 

MPEG 1 Audio Layer 3 : 32 kHz / 44.1 kHz / 48 kHz 
MPEG 2 Audio Layer 3:16 kHz / 22.0日 kHz / 24 kHz 
MPEG 2 .已 ： 8 kHz / 11.025 kHz / 12 kHz 

ビジトレート： 

MPEG 1 Audio Layer 3 : 32 kbps 〜320 kbps 
MPEG 2 Audio Layer 3 : 8 kbps 〜 160 kbps 
MPEG 2 .己： 8 kbps -160 kbps 


WMA フアイ J レ 


ファイルフォーマット： 

Windows Media ™ Audi □準拠 
脱!子： .wma 

ヴンプ U ング周液数： 32 kHz / 44.1 kHz / 48 kHz 
ビジトレート ： 48 kbps 〜]日2 kbps 
- Windows Media ™ Player 9し;■(隣の、 1；( 下の機能を 
使用して作成したファイルは再生できません。 

- WMA Professional 
- WMA Lossless 
- WMA Voice 


AAC ファイル _ 

ファイルフォーマット： MPEG -4 AAC ( iTunes ™ 4.1 
〜 7.7 で作成されたちの） 

化お子： . m 4 a 

ヴンプリング周液数： 1色 kHz / 2吕 .0 已 kHz / 24 kHz / 
32 kHz / 44. 1 kHz / 48 kHz 
ビジトレート ： 32 kbps 〜320 kbps 
- Apple ™ □スレス•エンコーダで作成されたファイルは、 
再生できません。 


本機はし^下のオーディオファイルび記録された SD 、 
US 巨機器を再生でさます。 


SD / USB 対応ファイルシステム 

FAT 16 
FAT 32 


ファイル数制限 


最大ファイル/フォルダ街！： 合計1000 
最大フォルダ資 I : 吕〇〇 
1フォルダ巧のファイル巧： 2已已 


表示でをる最大で字数 


ファイルち： 64文字/全角32文字（拡張デ含む） 
フォルダち： 日4文字/全角3吕文字 
タグ表示 （ Title / Album / Artist ) 

ID 3 vl . O / 1.1 : 30文字 
ID 3 V 2.2/ 2.3 / 2.4 :128文き 
-本機び表おできる文字種は、漢字、ひらびな、カタカナ 
と英数字でず。表承でをない文字は"*"び表示されまず。 


その他の注意事項 


前記の規格に準拠したオーディオファイルでも、記録状 
態などにより、再生できない場合びありまず。 

エン〕ードしたソフトの仕様や設定によつ口ま、再生でき 
ない焉合びあります。 

DRM (デジタル著作権管理）付をファイルは、再生で 
をません。 

VBR (Variable Bit Rate : 可変ビットレー ト） で エンコー 
ドされたオーディオファイルは、対応ビットレートの範囲 
がになることびあります。このよラな対応範囲がのビット 
レートのオーディオファイルは再生でさません。 


拡張子について 


オーディオファイルのファイル名には正しい拡張子 
( mp 3， wma , m 4 a ) を付けてください。拡張子び付 
いていないファイルは再をされません。また、オーディ 
オファイルでなし值のには拡張デ ( mp 3, wma , m 4 a ) 
を付けないでください。拡張テについては、「再生でき 
るオーディオファイル」をご覧ください。 
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フオルタや才ーテイオフアイルの再生順について 

SD カード- USB フラッシュメモリや US 日オーディオプレーヤー内のオーディオファイルは、まず、 
Root にあるものか5再生されます。次の図は、本機がフオルダやオーディオファイルを選おする順番 
を表したものです。 



■再生順 


] 曲目 

1 .mp3 

2曲目 

2.mp3 

础目 

3.mp3 

4曲目 

Fl_l.mp3 

己曲目 

Fl_2.mp3 

細目 

F2_l.mp3 

7曲目 

F3_l .mp3 

8曲目 

F3_2.mp3 

目®目 

F4_l.mp3 

10曲目 

F4_2.mp3 

11巧目 

F5_l .mp3 

12曲目 

F5_2.mp3 

13曲目 

F5_3.mp3 


M メン h ナンス 
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知っておいていたださたいこと 


USB 機器の巧り巧い SD カードの巧り扱い 


取り®い上のお願い 


-必ずを機器に付属の取扱説明書をご覧ください。 

-本機に USB 機器は付属していません。 

.本体背面部の[一吉* US 日] 端子は US 巨 2.0 (Full 
speed ) 対応です。 

- US 日 A プを介して US 巨機器を使巧することはできま 
せん。 

- USB 機器の使用状況によっては、保存してある内容び 
失われる場合びあります。保存してある内容び失われた 
ことによる損害について、当社は一切その責任を負いま 
せんので、ご了承<ださい。 


使用でをる USB 機器について 


使用でさる USB 機器の種類や使用方法には政下のよ 
ラな制限びあります。 

• US 日マスストレージクラス対応であること。使巧する 
USB 機器び USB マスストレージクラスに対応している 
かどうかは、販売店にお問いをわせください。 

-最大消費電流び「已 00 mA 」 し; TF であること。 

上記政外の USB 機器を使用するとファイルび正常に 
再生できない場合びあります。また上記規格に準拠 
した USB 機器でも、種類や状態によっては正常に再 
生しない場をびありまず。 


ほ用できる D . AUDIO について 

本機またはリモコンでケンウッド製デジタルオー 
ディオプレーヤーをコント□ールするには、別売の 
PNC -1 已日（ケンウッド製デジタルオーディオプレー 
ヤー専用ケーブル）び必要です。 


取り®い上のお願い 


-必ず SD カードに付属の取扱説明書をご覧<ださい。 

-本機に SD カードは付属していません。 

- SD カードの使用状況によっては、保存してある内容び 
失われる場合びありまず。保ちしてある内容び失われた 
ことによる損害について、当社は一切その責任を負いま 
せんので、ご了承<ださい。 


iPod の巧り扱い 


取り®い上のお願い 


-必ず iPod に付属の取掘説明書をご覧<ださい。 

-本機に iPod は付属していません。 

- iPod の使用状況によつ口よ、保をしてある内容び失わ 
れる場合びあります。保ちしてある内容び失われたこと 
による損害について、当社は一切その責任を負いませ 
んので、ご了承ください。 


使用でをる iPod について 


本機またはリモコンで iPod をコントロールするには、 
専用の iPod Dock PAD - iP 7 (別売）び必要です。接 
続できる iPod については PAD - iP 7 の取掘説明書をご 
覧ください。 


接続可能ケンウッド製デジタルオーディオプレーヤー 

HDD オーディオ 

メモ U —オーディオ 

プレーヤー 

プレーヤー/レコーダー 

HD 白0白 D 9/ 

MGR - A 7/ I\/I 白 -E 已02/ 

HD 20 GA 7/ 

M 巨 - E 己 04/ M 2 GD 已已/ 

HD 30 GA 9/ 

M 2 白□已 0/ M 1 白□已己/ 

HD 30 G 巨9/ 

M 1 GD 50/ M 1 GB 5/ 

HD 10 白巨7 

M 已]2巨已 / M ] 白 C 7/ 


M 2 GC 7 /M 日 12 C 巳 


2008年8月現在 
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機器の巧管とお手入れ 


本機 


次のよラな場所に置かない 

-直射曰光の当たる場所。 

-湿気やほこりのをい場所。 

-暖房器具の熱び直接当たる場所。 

結露にごま意 

本機と外気の温度差び大さいと、本機に水滴（露）び 
付くことびあります。この現象びおきますと、本磯び正 
常に動作しないことびあります。このよラなときには、 
数時間放置し、乾燥させてからご使用ください。 

気温差の大をいところへ持ち込んだとをや、湿気のをい 
部屋などでは、特に結露にごま意ください。 

巧れたら 

前面パネル、ケースなどび巧れたとさは、柔らかい巧で 
からぶ去しまず。シンナー、ベンジン、アルコール、接 
点復活剤などは変色、変形の原因になることびあります 
ので、ご使用にならないで<ださい。 


SD 力ード 


保管するとさは 

-必ずケースに収納して保管して<ださい。 

-極端に温度の高いところ値射日光の当たるようなとこ 
ろ）や、湿度の高いところには置かなし巧ください。 


輸送時または移動時のご注意 

本機を輸送または移動する場をは下記の操作を行つ 
てください。 

〇電源を OFF にして US 日才ーデイオプレーヤー 
などの外部機器、 SD カード取りがしまず。 

0その他が部機器び接続されている場合は、電源 
び日 FF になっていることを確認してからケーブ 
ルを抜いてください。 


メモリバックアップについて 

電源プラグをコンセン ト から抜いてち各種設定は、 
保持されます。保持される内容は政下の設定です。 

音質-機器設定関係 

• 入力切り換え 
• 音量の設定 
-バランスの設定 
-インプットレベルの設定 
-音質設定 

- MODE で設定した各項目 


ミちれたら 

-やわらかい巧などで、軽<ふをとって<ださい。 

- シンナー、ベンジン、アルコールでふかないで<ださい。 
その他お守りいただきたいこと 
-分辭や改造をしないで<ださい。 

-貼られているラベルをはびさないでください。 

-新たにラベルやシールを貼らないで<ださい。 

-裏面の金属端子部を手や金属で触れないで<ださい。 


USB 機器 


必ず各製品に付属の取扱説明書をご覧ください。 
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用語集 



用語 

意味 

AAC 

正式名 「Advanced Audio Coding 」 の略称です。デジタル放送などに使用さ 
れている画像圧縮方法のオーディオ部分のみの圧縮規格でず。 

MP 3 

独 Fraunhofer 1侶び開発した音声圧縮方式のひとつで、人間の聞さ取りにくい 
部分のデータを間引くことによって高い圧縮率を得ることびでさ、音楽巳 D 並み 
の音質をなったまま約]/1 ](128 kbps ) に圧縮することびできます。 

USB 

パソコンと周辺機器を接続するインターフェースの規格でず。本機は USB 1.1、 
2.0 にが応しています。 

USB マスストレージクラス 

USB 機器勒 ':ソコンで制御ずるための規格。 また J てソ〕： y に接続した USB 機器 
び、ノ ':ソコン側から外部記憶装置として認識されること。 

V 巨 R (可変ビットレート） 

音楽の情報量に合わせて、ビットレートを変化させて割り当てる方式。 

WM 冉 

米国マイク□ソフト社び開発した音声圧縮符号化方式 「Windows Media ™ 
Audi 日」の略称です。 

サンプリング周波数 

アナ□グ信号からデジタル信号への変換を]砂間に何回行うかをおす数値。音楽 
CD の場合は 44. 1 kHz 。 一般的にヴンプ U ング周波数び高いほど高音質となりま 
す。 

タグ情報 

タイトル名、アーティスト名、アルバム名、ジャンルなど、オーディオファイルに 
書を込まれている情報でず。 

ビット レー ト 

1秒間にどのくらいの情報量びあるかをおす数値。ビットレートび高いほど高音費 
となりまず。 


メッセージ表示一覧 



ディスプレイ表示 

意味 

Reading 

SD / US 巨に接続された才ーディオファイル畑）情報を読み込んでいる。 

D-IN —— 

入力信号のヴンプ U ング周波数び 32 k /44. 1 k /48 kHz U (がです。 

D-IN Unlock 

D - IN 端子にデジタル機器びつなびれていません。 

D-IN NonPCM 

D - IN 端子に PCM U (がの信号び入力されている。 

No File 

本機で再生で定るオーディオファイル（曲）び無い。 
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故障かな？と思った! 5 


調テび悪いと故障と考えびちですび、サービスに依頼する前に、症状にあわせて一度チェックしてみてくだ 

さい。 



アンプ部-スピーカー部 


症げ 

処置 

参照ページ 


-コードを正しく接続し直す。 

10 

音び出ない。 

-音量を上げる。 

]扫 


-ニュート（消音）を OFF (しする。 

18 


-ヘッドホンび差し込まれているときはプラグを损く。 

13 


-スピーカーコードびショートしている。電源コードを揣いてス 


スタンバイインジケーターの表示び 

ピーカーコードを接続し直す。 

10 

ホ<点滅し、音び出ない。 

. 内部的な不具合び発生したと考えられる。本体の電源をオフ 



にし、電源プラグを揽いて修理を依頼する。 



-ヘッドホンプラグび正しく差し込まれてし质か確認する。 

13 

ヘッドホンから音び出ない。 

-音量を上げる。 

18 


• ミュートをオフにする。 

]扫 

スピーカーの片側から音び出ない。 

-コードを正しく接続し直す。 

10 


SD 部 

症げ 

処置 

参照ページ 

SD カードを入れてを音び出ない。 

• SD 力ードを正しく入れる。 

-オーディオファイルび入っている SD 力ードを入れる。 

] 白 

SD カード内のすべてのフオルダ、 
オーディオファイルび見えない。 

- SD 力ードのデータび破損、または本機で認識で去ないファイ 
ルび入っている可能性びある。 

— 


USB 百 B 

症げ 

処置 

参照ページ 

USB フラッシュ六モ IJ または USB 
才ーディオプレーヤーを接続してわ 
音び出ない。 

- US 巨フラッシュ;^モ U を正しく差し込む。 

- US 巨ケーブルを正しく接続する。 

• USB オーデイオプレーヤーの電源び入っているか確認する。 

12 
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故障かな？と思った 5 


D . AUDIO 端子に接続した機器 


症げ 

処置 

参照ページ 

ケンウッド製デジタルオーディオプ 
レーヤーび U モコン/本体で操作 
でをない。 

-専用接続ケーブル PNC - 1已〇 (別売）で接続する。 

-対応モデルかどラか確認する。 

12 

38 

PC 部 

症状 

処置 

参照ページ 

本機び認識されない。 

- US 巨ケープルで本機とパソコンを正しく接続する。 

- US 巨 A ブを使って接続している場合は、八プび正しく動作し 
ているか確認する。または接続するポートを蜜える。 

13 

音び出ない、または音び/」\さい。 

• PC の設定をする。 

26 

音び途切れる。 

-音帛出力中、 CPU に負担のかかる作業をしているとさは、音 
び途切れることびあります。 CPU に負担のかかる作業は控え 
て < ださい。 

-音声出力中にほかの US 巨ケープルの损を差しをすると、音 
び途切れることびあります。音帛の再生中に、ほかの機器の 
USB ケープルを抜を差ししないで<ださい。 

— 

雑音びをい。 

-強い電磁波を発生するちの（テレビなど）の近<に本機び置 
かれていると、雑音びをくなることびあります。強い電磁波 
を発生するちのから十分に離して設置してください。 

9 

リモコン部 

症げ 

処置 

参照ページ 

IJ モコンで操作でをない。 

-新しい電池に人れ換える。 

-操作範囲内で操作する。 

17 
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本機を y セットするには 


症が 


ここをご確認ください-処置 


電源び ON のとさの接続コードの抜さ差しや、が部からの要因により本機び誤 
動作することびあります。次の手順に従い、本機を IJ セットして<ださい。 U セッ 
卜すると、各種の記憶内容は消滅し、お買い上げ時の状態となります。 


本機び誤動作する。 

(操作でさない、表示部の誤表示など) 


〇電源プラグをコンセントから损をます。 

〇本体の[ V 日 LUME ]/ 電源 [(!)] を押しなび5、電源プラグを差し込み直 
しまず。 (" INITIALIZE " と表示され本機び U セットされます。） 


INITIALIZE 


U セットにより、各種の記憶内容は消滅し、お買い上げ時の状態となります。 
ご了承ください。 
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保証とアフターサービス 


よ<お読み<ださい 


保証書 


製品には保証書び添付されております。保証書は、 
必ず「お買い上げ曰-販売店名」等の記入をお確か 
めの上、販売店か b 受け取っていたださ、内容をよ 
くお読みの後、大切に保管してください。 


保証期間 


保証期間は、お買い上げの曰より1年間です。 

電池や、一部の消耗部品の交換、ならびに落下、水 
没など、不適切なご使用による故障の場をは、保証 
期間内でも有料となります。詳しくは保証書をご覧 
<ださい。 


修理に関するご相談な5びにご不明な点は 


修理に関するご相談ならびにご不明な点は、お買い 
上げの販売店または最寄りのサービスセンターにお 
問い合わせください。〔お問いをわせ先は、 r ケンウッ 
ド全国サービス網」をご覧ください。 


修理を依頼されるとをは 


r 故障かな？と思ったら」に従ってお調べいたださ、 
なお異常びある時は製品の使用を中止し、必ず電源 
プラグを抜いてから、お買い上げの販売店または最 
寄りのサービスセンターにお問い合わせください。 


補修用性能部品の最低保有期間 


当社は、このステレオの補修用性能部品を、製造巧 
ち切り後、8年保有しております。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するた 
めに必要な部品です。 


シリアル番号について 


システム商品の各機器にシ I 」アル番号び付け5れて 
おりますび、保証書にはシステム管理用として、別 
のシ U アルま号び印刷されています。 

付属の保証書で、お買い上げのシステム機器（基本 
システム）すべての保証修理び養けられます。 


保証期間中は 


保証期間中は保証書の規定に従って、お買い上げの 
販売店または当社のサービスセンターび修理をさせ 
ていたださます。 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 


出張修理/持込修理 


「出張修理」、「持込修理」のどちらび適用されるか 
は機種によって異なります。保証書の記載をご確認 
<ださい。出張修理を依頼される時は、次のことを 
お知らせ < ださい。 

-製品名 

• 製造番号 （Serial No .) 

-お買い上げ年月日 
-故障の症状（できるだけ具体的に） 

-ご住所（ご近所の目印等ち併せてお知らせください） 

-お名前、電話番号、訪問ご帯望曰 


保証期間が過ぎているとをは 


保証期間び過ぎている時は、修理すれば使用でさる 
場台には、ご蒂望により有料で修理させていたださ 
ふ 9 〇 


修理料金の仕組み 


(有料 f 度理の場合は、次の料金をいたださます） 

技術料： 

製品の故障診断、部品交換など故障箇所の修理お 
よび付帯作業にかかる費用です。ほ術者の人件費、 
技術教育費、測定機器等の設備費や、一般管理費 
などび含まれています。 

部品げ： 

修理に使用した部品の代金です。その他、修理に 
付帯する部材等を含む場合もあります。 

出張料： 

製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用で 
す。別途、駐車料金をいただく場合びあります。 

送料： 

郵便、宅配便などの料金です。保証期間巧に無償 
修理などを行ラにあたって、お客様に負担してし、 
ただく場をびあります。 
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ケンウッ ド全国 サービス 網 


修理などアフターサービスについてのお申し込みは、お買い上げの販売店または最寄りのサービスセンターへお申し 
つけ < ださい。 

2012年日月現在 


化海道 


札幌ヴービスセンター m 004-0005 札幌市厚別区厚別東己条 1-2-29 行 (011)807-3003 


東北 


仙台ヴービスセンター m 984-001 1仙台市若林区六 T の目西町 7- 13 a (022)287-0151 


関東-信越 


さいたまサービスセンター# 331-0812 さいたま巿化区宮原町1 -202 __ a j048) 778-8714 

干葉ヴービスセンター # 277-0863 柏市豊四季已 12-10- 日 7 色 (04)7175-4322 

横おヴービスセンター m 226-8525 横お巿緑区白山1 -16-2 fi (045) 939-6242 

八王テサービスセンター雨 192-8 日 2 日八王子巿石川町 3 日巨 7-3 巧 (0 が） 64 日-閱 14 

新漏ヴービスセンター 雨日日 0-0 日 13 新漏市中央区證 1- 已 -23 巧 (025) 245-2177 

東京ヴービスセンター 雨 13 日-日 0 の江東区平野 3 -吕-已木場パークビル 1F 

(修理持込専用窓 □) 電話でのお問い合わせは、 JVC ケンウッドカスタマーヴポートセンターにて承ります。 


中部-甲州 


名ち屋サービスセンター_雨481 -0041 :!ヒ名ち屋市九ク坪鴨田12 1-1 _ fi_(0568) 24-1644 

静岡ヴービスセンター 雨430-日81日静岡市襄区皆谷巳-61-] 巧 (054) 262-8700 

金ミ尺ヴービスセンター 雨日 21-8062 金;尺市新保本4-扫己-17 巧 (076) 269-4821 


近畿-四国 


大販ヴービスセンター_# 532-0027 大販巿淀川区田川 2-4-28 _ 巧 （0 日）日 390-800 巳 

高松サービスセンター # 761-8057 高ネ公市田村町20已 -1 な (087) 802-6055 


中国 


に島ヴービスセンター を 730-0825 広島市中区光南 3-9-1 7 行 (082) 241-0023 


九州 


福岡ヴービスセンター_雨81 2-0031 > 福岡市博を区沖お町1]-1日サンイースト福岡 3F_fi (092) 283-6675 

鹿児島サービスセンター雨 891-0114 鹿児島巿ル松原 1- 已 -1 7 fi (0 日日） 268-0030 

沖縄ヴービスセンター # 901-2224 宜野湾巿真志喜1-]]-12コモンズビル 1F 巧 (098) 898-3631 

■ サービスセンターの営業時間のご案内 

受付時間10:00〜1狂00 (±曜、日曜、祝日および当社休日は休ませていただきます） 

(各サービス窓口の名称、所在地、電話番号は変更になることがありますのでご了をください。） 


JVC ケンウジドカスタマーサボートセンター 

■商品に関するお問い合わせは、 JVC ケンウッドカスタマーサポートセンターをご利用ください。 

フ U- ダイヤル曰1 20-2727-87 

携帯電話、 PHS、IP 電話占、らは日4巳-4已 0-S 曰已日 FAX 日4巳-4已曰 -23 曰8 

受付時間月曜〜金曜目:30〜18:00 

±曜 目:30〜12:日日、13:00〜17:30 (日曜、祝日および当社休日は休ませていただをます) 

住所〒22 1-0022 神奈川県横お市巧奈川区巧屋町 3-1 2 
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定格 


本が部 ( KAF - A 55) 

[アンプ部] 

実用最大出力 . 10 W + 10 W (JEITA 4 Q ) 

全高調波歪率 . 0.0 7%( lkHz 、] W 、4 n ) 

S / N 比 CD - IN 入力） . 94 dB ( J 曰 TA ) 

I -ーンコント□ール特性 

BASS . ±已 d 臣 ( lOOHz ) 

MID . ±巨 dB (吕 kHz ) 

TREBLE . ±6 dB (1 日 kHz ) 

入力端モ（感度/インピーダンス） 

冉 UX . 400 mV / 22 kQ 

□.AUDIO . 200 mV /22 kQ 

[デジタル部] 

対応ヴンプ U ング周波数…… 32 k /44.1 k /48 kHz 
入力端デ . オプティカル 

[USB 部] 

対応 USB 機器 

. US 巨マスストレージクラスデバイス 

インターフェイス 

. US 巨 2.0 (Full speed ) US 巨 1.1 旦換 

お給電流 . 最大已〇0 m 冉 

[電源部-その他] 

付属 AC アダプター 

. DC ] 2 V (AC ] 00 V 、已〇 Hz /60 Hz ) 

定格消費電力（電気用品安全まに基づく表示）…12 W 


待機時消費電力 .0.3 WOT 

最大が形寸法 

横置き設置 . 幅] 70 mm 

(クッション含む）高さ42 mm 
奥行] 44 mm 

縦置き設置（スタンド含む） . 幅 82 mm 

局さ] 79 mm 
奥行]已4 mm 

質量（重量） . 740邑 

質量（重量:スタンド含む:） . 790 g 


スピーカー部 （ LSF - A 55) 

システム 

. フルレンジスピーカー <防磁型 ( JEITA )> 

エンク□-ジヤー 

. バスレフ（パッシプラジェーター)方式 


スピーカー構成 

フルレンジ . 60 mm コーン型 

インピーダンス . 4 Q 

最大入力 . 20 W 

最大が形寸法（スタンド含む） . 幅]03 mm 

高さ]扫〇 mm 
奥行121 mm 

質量（スタンド含む） . 重量 1.3 kg (] 本) 


本製品はリ侶 C 日1日00 -3-2 適合品」です。 

•これらの定格およびデヴインは、技術開発に伴い 
予告なく変更ずることびあります。 

•極端に寒い（水び凍るよラな）場所では十分な性 
能び発揮でをないことびあります。 
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Apple および iPod は、米国およびその他の国々で登 
録された Apple Inc . の登録商標です。 


tunes は、米国およびその他の国々で登録された 
Apple Inc . の登録商標です。 


SDHC □ II は商標です。 


Microsoft 、 Windows、Windows Media は、米 
国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国 
における登録商標、または商標です。 


その他のシステム名、製品名は、一般的に各開発メーカーの商標 
または登歸商標です。なお、本文中では TM 、 ©マークは明記し 
ていません。 
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t お電話によるほいかた-商品に関するご相談 


JVC ケンウッドカスタマーヴポートセンター 

受付時間月曜日〜金曜日 9:30〜18:00 

±曜日 9:30〜12:00、13:00〜17:30 

《曰曜、祝曰及び当社化曰を除く 


フリーダイヤル 函州 20-2727-87 

♦携帯電言舌、 PHS 、 IP 電言舌からは 045-450-8 曰50 
• FAX 04已 -450-2308 


ホームぺージのヴポート情報について 

製品に関する一般的なご質問などをホームページにて、情報提供しています。 
ご活用 < ださい。 

http ://\ n / w \ n /2. jvckenwood . com / faq / 


f 度理などアフターサービスについて 

お買い上げの販売店か、「ケンウッド全国 サービス 網」をご参照のラえ、 
最寄りのサービス窓□にご相談<ださい。 


ユーザー登録について 

カスタマーサポートの向上のため、ユーザー登録 （ My - Kenw 日〇がを 
お願いしています。当社ホームページ内で登録びでをます。なお、詳細 
につさましては、利用規約等を事前にお読みください。 

http :// jp . my - kenwood.com 


KENWOOD 

株式を社 JVC ケンウッド 

〒吕吕 1-00 吕 2横お市神奈り I 区 守屋町 3-1 吕 












